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タブレットの持ち帰りを始めます！ 

 令和３年度に、学習活動の一層の充実を図るため一人一台のタブレット端末が導入されました。

今までは、学校でタブレットを保管し、授業で活用してきましたが、子どもたちの自ら学習する力

を伸ばすために、家庭でも活用していきたいと考え、今年度より、タブレットの毎日持ち帰りを始

めます。家庭に持ち帰る大きな理由は、子どもたちの「学びを止めない」ということです。 

学級閉鎖でもタブレットを使って学びを進めます！ 

学校では、タブレットを使って子どもたちの考えを共有したり、課題を提出したり、調べ学習を

したりしています。今後は、家庭でも、配信された課題に取り組んだり、自主的に調べ学習をした

り、AIドリル学習をしたりして、一人一人に合った学びが進められるようにしていきます。また、

学級閉鎖などの期間でも、子どもたちが学び続けられるように、タブレットを使って課題を出した

り、オンラインで授業を進めたりしていきます。 

明日の連絡等はタブレットで行いますが、連絡帳は毎日持たせてください！ 

 タブレットを持ち帰ることになりましたので、これまで欠席したときに連絡児童を通じてやり取

りしていた「連絡帳」や「お休み通信」は止め、今後は、明日の連絡等はタブレットで配信してい

きます。出席している児童についても、明日の持ち物や宿題等の連絡は、タブレットで配信してい

きますので、お子さんと一緒に連絡を確認していただけるとありがたいです。また、保護者の方か

らの連絡（お子さんの体調についての連絡や体育見学の連絡など）については、これまで通り連絡

帳に書いていただき、持たせてください。学校から保護者の方に連絡したいことは、電話連絡か、

連絡帳に書いてお伝えしていきますので、連絡帳はこれまで通り毎日持たせてください。 

PTAにタブレットケースを全児童分購入していただきました！ 

 毎日のルーティーンとして、タブレットを持ち帰ったら、まず充電します。そして、ロイロやス

クールライフノートなどで今日の連絡を確認し、課題や持ち物の用意をするようにしてください。

充電器は家においておき、タブレットのみ学校に持ってきます。充電し忘れることのないよう、帰

ったら充電することを習慣にしてほしいです。タブレットを毎日持ち帰ることになり、PTAにタブ

レットケースを全児童分購入していただきました。タブレットを持ち帰る際は、タブレットケース

に入れて持ち帰るようにします。また、授業中は机の横に提げておき、いつでも使えるようにして

おきます。 

教科書等はすべて、学校に置いておいてよいことにします！ 

最後に、タブレットを持ち帰る分、ランドセルが重くならないよう、教科書等はすべて学校に置

いておいてよいことにします。帰るときは、タブレットと、その日に家庭で学習する予定の教科書

やドリルノート、連絡帳、筆記用具を持ち帰るようにします。 
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家庭でのタブレットのルールをお子さんと話し合って決めてください！ 

学校でのタブレットのルールを見直し、子どもたちに再度指導しました。その際に配付した「く

まっ子タブレットのルール」を紹介します。学校でのルールを読んでいただき、ぜひ、家庭でのタ

ブレットのルールもお子さんと話し合って決めていただければと思います。 
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